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北 タイにおける在来織物業の発展 と

その生産形態 について

上 田 曜 了

1序

繊 維 産業 は,日 本,韓 国,台 湾 な どの経 験 が 示す よ うに,発 展 途 上 国 の経 済

成 長 を始 動 させ,そ の原 動 力 とな って きた 。 タイ の近 代 的繊 維 産 業 も,1960年

代 以 降,輸 入代 替 工 業 化 政 策 に よ る手厚 い保 護 の下 で 成 長 を遂 げ,ユ980年 代 中

葉 に は タイ を代 表 す る輸 出 産 業 とな った(Suphat[1994])。

そ の よ う な状 況 の 中で,農 村 部在 来 の織 物 業 は,ど の よ う な発展 を遂 げ て き

た のだ ろ うか 。 本 稿 で は,北 タ イの在 来織 物 業 の発 展 とそ の 生 産 形 態 の特 徴 を

明 らか に したい 。 北 タ イの都 市,チ ェ ンマ イ近 郊 で は,華 人 商 人 が工 場 制 を導

入 した 結 果,在 来 織 物 業 が 近代 的繊 維 産 業 へ と転 身 し,地 場 産 業 に成長 した。

そ の一 方 で,北 タ イ北 部 の ナ ー ン県農 村 部 で は女 性 に よ る生 産 組織 が発 展 し,

家 内工 業 を再 編 成 して きた 。

11タ イにおける在来織物業の歴史と王妃による振興

本 論 に 入 る前 に,タ イ の在 来織 物 業 の歴 史 と王妃 によ る振 興 策 につ い て簡 単

に触 れ て お きた い 。 タイ の伝 統 的 織 物 は綿 お よび絹 織 物 で,長 方 形 の布 を,筒

型 ス カー ト状 の脛 衣(女 性 用=パ ー ・シ ン)等 の衣 服 の他,寝 具 等 に も使 用 し

て きた 。元 来 タ イは母 系 制 の社 会 で あ り,特 に北 部 ・東 北 部,そ して 中 部 タ イ

の 北 部 で は,女 性 の方 が 男 性 よ り も定住 性 が高 か った。 従 って,腰 衣 等 の 女 性

の 衣 装 に各 地域 独 特 の特 色 が 現 れ る よ うに な った(CPAC[1996]pp.7-12)。
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本 稿 で 分 析 の 対 象 と した 北 タ イ 北 部 は,13世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 ま で チ ェ ン

マ イ を 中 心 とす る ラ ー ン ナ ー 王 国1,が 栄 え た 地 域 で,独 自 の 織 物 文 化2〕 を.発 達

さ せ て き た 。

Plaio[1987コPP.52-53に よ る と,絹 織 物 は,占 い 時 代 か ら北 タ イ の 重 要 な

輸 出 品 の 一 つ で あ り,タ イ ・ヤ イ 族 や ビ ル マ 人 の 商 人 に よ っ て,ビ ル マ に 輸 出

さ れ て 腰 衣 と して 使 用 さ れ て き た 。1855年 に タ イ が 王 室 管 理 貿 易 か ら 自 由 貿 易

へ と移 行 後,世 界 経 済 へ 組 み 込 ま れ,中 国 人 商 人 が バ ン コ ク 経 由 で 北 タ.イ に 安

価 な 輸 入 繊 維 製 品 を 持 ち こ む よ う に な っ て も,北 タ イ で の 機 織 りの 伝 統 は廃 れ

る こ と は な か っ た 。 こ れ は 中 部 タ イ の 人 々 が,機 織 り を 止 め て タ.イ の 主 要 輸 出

品 と な っ た 米 の 栽 培 に 専 念 す る よ う に な っ た の と対 照 的 で あ る 。 ユ9世 紀 後 半 以

降 も,北 タ イ の 織 物 は,中 国 人 商 人 に よ っ て,バ ン コ ク や ビ ル マ へ 売 ら れ て い

た,,チ ェ ン マ イ 周 辺 や ナ ー ン 県 で は,家 庭 で 消 費 す る 布 は 自 ら 製 織 す る と い う

習 慣 が1945年 頃 ま で 続 い た(Chatthip[1999]p.63)。

こ の よ う に 北 タ イ で は,昔 か ら機 織 り は 女 性 の 大 切 な 仕 事 で あ り,か つ て は

手 織 の 技 術 が 女 性 を 評 価 す る 一 つ の 基 準 と な っ て い た 。 女 子 は 小 さ い 頃 か ら 母

や 祖 母 な どか ら 手 織 の 技 術 を 習 い,そ れ は 世 代 を 超 え て 女 性 た ち に伝 え ら れ て

1)北 タイは文化的に南北二つの地域 に分類 され る。本稿が対象 としているのは北 タイの北部 に相

当 し,チ ェンマ イ,チ ェ ンラー..・イ,ナ ーン,パ ヤオ.プ レー,.メ ーホ ンソー ン,ラ ムバー ン,ラ

ムプーンの八県が含 まれる.1296年 チェンマイに王都 を定めた タイ ・ユア ン族のマ ンラー イ土が,

ラー ンナー王国の基礎を築 いた とされる。16世 紀 中頃か ら二百年以上に渡 って ビルマの支配 を受

け』,王国は弱体化 した。18世 紀始 めに,ビ ルマ はラー ンナー地域を南北に分 割 し,北 部 を直轄支

配 卜.に置 く。加世紀初 頭には,バ ンコクを王都 とす るラタナ]一 シ ン朝(タ イの現 王朝)の うー

マ五 世に よって タイ下国の..州 としてその地方 行政 に組 み込 まれる(飯 島他[1999]144-152

ペー ジ),

2)ラ ・一ソナー王国は,同 時代 に成立 した ラー ンサー ン王国(14-18世 紀 にか けてメコン川 中流域

で勢力 を誇 ったラー オ族 主体 の下 国)や シプソンパ ンナー王国 〔中国雲南省 の最南端部の メコン

川上流域を中心 として12世 紀後期 に異 った タイ ・ルー族の王国。1950年 の中国人民解放軍 による

解放 の時期 まで存続 した)と 仏 教や貿易 を通 じた交流があ り,こ れ らの王国か らラーオ族 や タ

イ ・ルー族が ラー ンナー工 国へ 移住 した(飯 島他[1999]141-143ペ ー ジ.153-156ぺ ・一ジ)。 そ

のため,北 タイの在 来織物 ぽ,大 きく分 けて三民族の文化,つ ま りラーンナー王国 の主要民族で

あ った タイ ・ユア ン族 の織物,そ してラー 牙旗 とタイ ・1レ一族 の織物 の文化 を受 け継いでい る。

北 タイの在来織物 は絹 と綿で あるが,タ イ ・ユ アン族 とタイ ・ルー族 の間で は養蚕 は好 まれず,

綿織物 が中心であっ島 とい うの も.繭 か ら生糸を採取 するために熱 を加 えて殺蝋 しなければな

らないが.こ れが仏教 の教 えにそむ くと考え られて きたからで ある(CPAC[19961pp.50-5D。
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きた.。同 時 に,製 織 は 農 家 の 副 業 と して も重 要 な位 置 を 占め て い た の で あ.る。

ζ こ ろが,二 重 経 済 発 展 モ デ ルが 示 唆 す る よ う に,経 済 成 長 ほ,近 代 部 門

(工業)が 伝 統 部 門(農 業)の 余 剰労 働 力 を吸 収 しなが ら工 業化 を進 展 させ る

とい う側 面 を 持 って い る 。 タイ で は1960年 代 以 降 の工 業化 の過 程 で,農 村 の女

性 た ちが 都 市部 の 工業 セ ク ター に吸 収 され,農 村 女 性 の ラ イ フ ・ス タイ ル は大

き く変 わ った6経 済成 長 の初 期 段 階 に おい て は多 くの 国 で繊 維 産業 な どの労働

集 約 的 産 業 が 主 要輸 出 産業 と して,そ の 経 済 成 長 を牽 引 して きた。 タ イ も例 外

で は な く,特 に 若年 層 の女 性 が これ らの 産 業 の 労働 力 と して,農 村 部 か ら供 給

され た の で あ った 。若 い女 性 が 農 村 を離 れ て都 市 部 の工 場 で 働 くよ うに なれ ば,

農村 で受 け継 が れ て き た機 織 りの伝 統 は 衰 退 せ ざ るを得 な い。 タイ の場 命 こ

の危 機 に救 い の手 を差 し伸 べ た の が,王 室,特 に 王妃 に よ る伝 統 手 工 芸 品 の保

護 お よ び振 興 で あ った 。

1976年,王 妃 は手 工 芸 品 の振 興 を 通 じた農 民 の生活 水 準 向 ヒを 目的 とす る基

金(theFoundationforthePromotionofSupplementaryOccupationsandRe-

tatedTechniques:SUPP(.)RT)を 設 立 した。 農 民 に伝 統 工 芸 技 術 を 習 得 させ,

彼 ら の所 得 獲 得 機 会 の 拡大 を意 図 した ので あ る。

王 妃 の在 来 織 物 業 に対 す る も う一 つ の貢 献 は,王 妃 自 身 が絹 紡3}等 の在 来 織

物 で 仕 立 て た 衣 装 を,地 方 や海 外 へ の訪 問,王 室 で の儀 式,公 賓 の接 遇 とい っ

た公 的 な 機 会 に着用 し,伝 統 的織 物 の美 を国 民 に再確 認 させ た こ とで あ ろ う。

これ は経 済 学 的 に 言 え ば,在 来 織 物 の付 加価 値 を高 め た とい う こ と.にな る。 同

時 に,在 来 織 物 が 王 妃 が 着 用 す る に足 る高 級 品 で あ る とい う観 念(一 種 の 情

報)を,消 費者 に伝 え る役 割 を果 た した 。 国民 か ら信 頼 され て い る王 妃 自身 が

広.告塒 とな り,在 来 織 物 の 良 さや 品 質 を宣 伝 す る役 割 を果 た して きた の で あ る 、

発展 途上 国 の 農村 工 業 製 品 に関 す る情 報 は,都 市 の 消 費 者 に は伝 達 さ れ に くい 。

3).マ ットミーと呼ばれ る耕は,主 に東北 タイで製織 されてい る。絹 耕のほか木綿 の藍緋が あ り.

東北 タイの絹緋 は,カ ンボ ジアの影響.を受 けて いる(小 笠原 〔19981127ペ ージ,ソ ングサ ック

他[1996]21ベ ー ジ)。
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この情 報 の不 完 全 性 に対 処 しな け れ ば,農 村 工 業 の市 場 は形 成 困 難 と な る。 全

般 的 に タ イで は,華 人商 人4}が 農 村 の情 報 を都 市 に伝 え る役 割 を 果 た して きた

が,こ の ケ ー スで は,王 妃 に よる 宣伝 も,同 様 の役 割 を担 っ て きた の で あ る。

王 室 が,国 民 の 間 で 尊 敬 を 集 め で い る タイ な らで は の成 功 事 例 とい って 良 い だ

ろ う。

王 妃 が,伝 統 手 工 芸 品 の振 興 を始 め た 時,絹 耕 を製 織 す る伝 統 は廃 れ つ つ

あ った とい う。 しか し,現 在 で は,絹 耕 等 を フ ォー マ ル着 や お し ゃれ 着等 と し

て利 用 す る女 性 は増 え て お り,現 在 の タイ繊 維 市 場 で 在 来 織 物 は 一 定 の支 持 を

得 る よ うに な って きた 。 在 来織 物 業 の発 展 に,王 妃 に よ る振 興 策 は 一定 の成 果

を 上 げ た とい え る(Annez[1994]pp,10-16,49-85,CPAC[19961PP.18-25,

pp.1⑪9-115)。

III北 タイの在来織物業の生産形態

本 稿 で は,現 地調 査(2000年3月 お よ び9月 実 施)の 結 果 を踏 ま え て,チ ェ

ン.マイ近 郊 の 工 場 制 とナ ー ン県 の 「織 布 グ ルー プ」 につ い て紹 介 す る51。

1華 人商人よる工場制工業の導入

.チェンマイを中心 とする地域は,元 来,絹 織物.よりも綿織物が盛んな地域で

あった(脚 注2)を 参照)。 チェンマイが絹織物で名が知 られるようになったの

は,あ る華人商人の貢献による。日本の在来織物業が,力 織機化を契機に,経

営形態を賃機から工場へ と変化させて,近 代的繊維産業の中小企業部門を形成

していったことは周知の通 りである(阿 部[1990])。 チェンマイの絹織物業の

場合,華 人商人がフライシャ トル付手織機の導入を機に,.農家の副業的家内工

4)Stig】itz[1993]PP.19-20.は,市 場が 不完 全情報 の問題 を克服 しよ うと して反応 した結果,

種 々 の市 場機 構 ・慣 行 ・構 造 が 出現 した と述 べ,そ の重 要 な例 と して 広 告 と 中 間商 人

〔middle㎜n)を あげている。

5)チ ェ ンマ イ県 と ナー ン県 の所 得 水準 を,1996年 の一 人 当た.り県 総生 産(GrossProvincial

Product)で み る.と,前 者は タイ76県 中24位 で比較的 豊か な県であるが,後 者は58位 で貧 しい県

といえる(統 計局の資料に よる).
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業を工場制工業へと移行させ,そ の近代化を図った。ただし,力 織機化は行わ

れ ず,現 在 で も 手 織 機 〔ギ ー ・プ ー ン バ ー ン と ギ ー ・ グ ラ ト ゥ ッ ク)の が 使 用

されている。従って,工 場制の下.でも織子の技術 に依存 した労働集約的生産が

行われている%

チェンマイに絹織物業を広め工場制を導入したのは,潮 州系華人の商人であ

るチ ナ ワ ッ ト家弓」で あ る。 同家 が ユ935年 チ ェ ンマ イ に設 立 した絹 織 物 の 工場 が,

その近代的絹織物⊥場の先駆けとなった。

創 業 者 は,1891年 に タ イ東 部 チ ャ ン タブ リー県 で 生 まれ た 潮 州 系 中国 人 チ ア

ング ・チ ナ ワ ッ トで あ る。 父.親は 中 国生 まれ の移 民 で あ り,チ ア ン グは二 世 に

当 た る。 地 元 の小 学校 で 学 び,一 時期 バ ンコ クに居 住 した後,1908年18歳 の時

に家 族 と共 に チ ェ ンマ イ県 に移 った 。.1910年 に母 が 亡 くな り,父 と一緒 に同県

サ ンガ ムペ ー ング郡 に居 を 定 め る。1912年,21歳 で 地 元 の 女性 と結婚 し,商 業

で 生 計 を立 て る よ う にな る。最 初 は,綿 糸 の流 通 と綿 織 物 の 生 産 に従 事 して い

た。 綿 糸 を農 家 に貸 与 して 製織 させ,織 物 を集 荷 す る とい う農 家 の副 業 的家 内

⑤ ギー ・プー ンバー ンとは 「在来の手織機」 とい う意味で,各 地域の伝統 的な織物 を製織す る手

織機の総 称で,織 物 の種類 に よって異 なる。ギー ・プー ンムア ングとも呼 ばれ る。ギー ・グラ

トゥックは,日 本でバ ッタ ンと呼ばれ るフライシャ トル付 きの手織機に.相'『す る。フライシャ ト

ルは17331Eに イギ リスで開発 され,日 本でV&1892年 以降普及 したが(内 田[1990]294-295ペ ー.

ジ),タ イでは,ラ 甲マ六世.(在 位 工9工D-1925年}期 に中国人の客 家によ り導入 された。最初 はバ

ンコクで使用 され,後 にタイ人が この手織機を作 るよ うにな り,各 地に普及 し,現 在で も広 く使

用 されている。在来の手織機 と比較す ると,日 本 と同様.二 倍 の生産性 をあげた。 しか し,.地 方

の タイ人 に普及す るの には時間がかか ったよ うである。ある記録 によると,1994年 においては,

フライ.シャトル付 き織機 は中国人の間では浸 透 している ものの,北 タイの タイ人 は依然 として古

い手織機 を使 っていた とい う(P】8io[1987]p.52,Wibun〔1987}p.188)ロ 参考 まで に,タ イに

力織機が導 入されたの は,1922年 か ら25年 にかけてのことで,上 海の中国人が導入 して力織機 に

よる織布業 を始めた(Suphat[1996]p.1)。

7)絹 織物工場 は.他 の近代的繊 維二】:場ほど政府 による保護政策の恩恵を受けていない。例 えば,

1971'Fか ら1991年 の間,.L業 省は,繊 維..L場(紡 績 ・織布)の 新規設立 および設備拡大を禁.ILし,

既存の繊維企業 を保護 した。.ただ し,絹 織物工場 にこの政策が適用 されたのは,1976年 掛ら1984

年 までの期 間にす ぎない 〔東[2000]127-128ペ ージ,Chdwatet径i.[1%5]p.10)。 近代 的繊維

産業 が政 府か ら手 厚 く保 護 された背 景 には,業 界 の強 力な利 益団体 の存在 があ った(Suphat

[耳鱒4]P.81)0

8)英 語 の企 業名 はShInawatraと 表 記 され て い る6チ ナ ワッ ト家 の経 歴 な どにつ い て は,

K飯 田醒♪β四脚 肋oηg々銘凶躍如 π℃痂πα魏`"[1985～ 】 と20004F3月 ・9月 に同家 に対 して行

な った聞 き取 り調査 によった。.



94(274)第167巻 第3号

工 業 を組 織 して い た。 彼 の織 物 は,チ ェ ンマ.イや 近 隣 県 で 売..ヒが伸 び,ビ ル マ

な どで も売 れ る よ うに な った。

この よ う に ビル マ との商 取 引 を始 め た 時,生 糸 と出 会 い,そ れ を使 っ て 自分

の小 さ な作 業場 で,女 性 用 脛 衣 を製 織 す る よ うに な った5こ の絹 製 の脛 衣 は当

時 の タ イで は珍 しい商 品で あ った た め,各 地 で 売 れ る よ うに な っ た。 彼 は,文

様 や 生 産 技 術 の改 良 に努 力 し,地 元 サ ン ガ ム ペ ー ン グ郡 の 農 民 の み な らず,

チ ェ ンマ イ県全 域,全 国 に まで この 絹 織 物 の 製織 技 術 を広 め て い っ た。.この 貢

献 に よ り,チ ア ング は,「 タ イ シル ク界 の父 」 と呼 ば れ る よ う にな った 。

農 家 の 副業 的家 内工 業 に依 存 して い た チ ナ ワ ジ ト家 の絹 織 物 業 は,1935年 に

工場 を 設 立 す る まで に成 長 す る。 チ ア ン グの 二 人 の娘 が,フ ラ イ シ ャ トル付 の

手 織 機(脚 注6)参 照)を 尊 人 し,工 場 生 産 を 始 め た 。 これ は織 子 の監 視 費 用

を引 き下 げ,ま た生 産 性 の高 い 織 機 の 導 入 は,...一定 品 質 の織 物 の量 産 を可 能 に

した と考 え られ る。 従 っ て,1935年 当 時,同 家 の 絹織 物 に対 す る需 要圧 力 が 存

在 し,農 家 の副 業 を組 織 す る方 式 か ら.工場 制 へ 移行 す る誘 因が あ っ た と推 測 さ

れ る。

工 場 制 へ 移行 した もの の,当 初 は 染 織 技術 に 問 題 が あ っ た。 そ こで,チ ア ン

グ氏 の息 子 の 一 人 が,ド イ ツ,イ ギ リ.ス,.ス イス で繊 維 工 学 を 学 び,染 色 技 術 を

改 良 した 。 も う一 人 の息 子 は,日 本 で 織 りの技 術 を学 ん で い る。 こ の よ う に技

術 の 面 で も,チ ナ ワ ッ ト家 は 「革 新 」 を 実 現 し,近 代 的産 業 へ の転 身 を図 った 。

チ ナ ワ ッ ト家 は,.工 場 制 開始 以 降 もそ れ と平行 して,農 家 の家 内工 業 も組 織

して い た 。 チ ア ン グは,フ ラ イ シ ャ トル付 き手織 機 が普 及 す る よ う に,地 域 の

農民 達 を指導 し訓 練 した.家 内 工 業 の 労働 力 で あ る農 民 の技 術 を 向上 させ,よ

り高 い 生 産性 を 目指 した ので あ る。

しか しなが ら,農 家 の副 業 的 家 内.L業 は徐 々 に後 退 し,現 在 は工 場 生 産 が 中

心 で あ る。 以 前 は,手 織 機 を 貸 し出 して製 織 を委 託 して い た 外 織 子 が40-50人

い た が,現 在 は2翁 名 に過 ぎな い9}。 これ は,同 家 との 関 係 が 親 め代 で 切 れ て

9)チ ナワ ット家の一族が,1960年 前後 にバ ンコクに絹織物工場を設立 している。その工場では,/
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しまい,子 供 が 同家 の仕 事 を しない よ うに な って しま っ た た めで あ る とい う.

チ ナ ワ ッ ト家 が 基 盤 を 置 く.サンガ ム ペ ー ン グ郡 は,タ イ を代 表 す る観 光 都 市

チ ェ ンマ イ に隣接 して い る。 経 済 成 長 と観 光 業 の 発 達 と共 に 多 くの雇 用 機 会 が

生 まれ,製 織 が 若 い 世代 に と って魅 力 あ る仕 事 で は な くな った の で あ る。 また,

外 国 へ の 出 稼 ぎ も,そ の 要 因 の一 つ で あ る とい う。

現 在,同 家 が サ ン ガ ムペ ー ン グ郡 で 経 営 す る工 場 で は,約55名 の織 子 を雇 用

.して い るL%し か し前 述 した 理 由 か ら,現 在 の チ ェ ンマ イ近 郊 で は織 子 を確 保

す るの が 困 難 にな り,絹 織 物 が 盛 ん な東 北 タ イの ナ コー ン ラー チ ャシ ー マ ー県

の工 場 に製 織 を委 託 す るよ うに な って い る。

力織 機 化 が 出 来 な い絹 織 物 は,織 子 の 技 術 が そ の 商 品 の 品 質 を 決定 す る重 要

な要 因 で あ る。技 術 力 が 高 く信 頼 で.きる織 子 に 対 して は,雇 用 関係 をで き るだ

け長 く継 続 す る とい う誘 因 を 同家 は持 って い るは ず で あ る 。 実 際,織 子 の勤 続

年 数 は長 く,20～30年 に も達 す る者 もい る。 織 子 の 工賃 を,チ ェ ンマ イ県 の法

定 最 低 賃 金 と比 べ てみ る と,ほ ぼ 同 じか それ よ り も高 い水 準 で あ る11;。加 えて

この 工場 で は,労 働 時 間 に関 す る細 か い 規 定 が な く,個 人 の 努力 に応 じて よ.り

高 い現 金収 入 を得 る こ とが 可 能 で あ る'㌔

しか 毛 この工 場 で は,農 村 社 会 の 中 で 手 織 の 基 本技 術 を習 得 した者 を織 子 と

して雇 用 して い る。 従 って 織 子 は 単 純 作 業 に従 事 す る一 般 工 場 労 働 者 の よ うな

＼設立 当初か ら工場 専属の織子だけを雇用 し.外 織 了・は使 わなか った。都市化の進んだバ ンコクで

は,1960年 にはすで に農家の副業的家内工業が消滅 していた ことがわか る。

10)タ イで は伝統的 に織 りは女性の仕事 とされ,農 村部で は織子 のほ とんどが女性であるが,同 家

の工場で は男性の織子 も雇用されてい る.た だ し,男 性 はフライシャ トル付 きr織 機で単純な製

織 に従 事 し,絹 耕 などの複雑な織 物は女性 が担 当 している。

11)フ ライシ ャトル付 き手織機で単純 な織物 〔幅約95cm)を 織 る場合,工 賃は約20バ ーツ/ヤ ー

ド(91.4【;m)で,一 日で女性 は7-8ヤ ー ド,男 性 は8-9ヤ ー ドを製織 す る。 よって女杜織子 の
・日当た り工賃は,約140.160バ ・一ッ,男 性は160-180パ ーツとなる。調査時点でのチェ ンマイ県

の法定最低賃金は140バ ーツであ った。参考までに2000年3月 の為替 レー トは1バ ーツ甲約2.8円

であ る。

12)工 場の話で は,織 子達ば競い合 って製織 に励 んでお り,例 えば朝4-5時 に来て製織 を始 め,途

中食事 をとる為に 自宅に帰 るが,夜1〔〕時 頃まで織 る者 もい るとい う。 このよ うに長 時間労働すれ

ば,一 日で単純 な織物 を10ヤ ー ド.製織 可能であ る。 この場.合の工 賃は,200バ ー ツで ある(脚 注

11)参 照)。 逆 に,体 調が悪 い ときは休む など,労 働時間 を調整可能である。
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不 熟 練 労働 力 で は な く,熟 練 労働 力 とみ な して よい 。織 子 と して の経 験 を積 ん

で,よ り複 雑 な製 織 が で き る よ うに なれ ば,工 賃 も上 昇 す る肱 この 点 が,優

秀 な織 子 と長 期 間 に渡 って,雇 用 関係 を継 続 す る こ とを 可能 に して い る一 つ の

要 因で あ ろ う。

こ の よ うに華 人 商 人 で あ るチ ナ ワ ッ ト家 は北 タ イの 農 家 に絹織 物 の 製織 を広

め,か つ 工 場 制 を導.太 し,経 営 の 革新 を 図 っ た。 同家 は現在 も,絹 織 物 企 業 と

して は著.名な企 業 の一 つ で あ る。

2農 村女性 による織布 グル ープの形成 と発展

ナ ー ン県 に は,「 織 布 グ ルー プ(グ ル ム ・ トー パー)」 と呼 ばれ る農 村 女 性 を

組 織 した グ ルー ナが34グ ル ー プ存 在 した 凶。 グ ルー プの 大 半 は 地 元 の農 村 女 性

を代 表 とす る15>。同 県 工 業事 務 所 に よれ ば,地 元 女 性 が 組 織 した グ ル ー プ の 中

で,成 功 を収 め て い る グル ー プ が 四 ヶ所 あ る とい う こ とで あ った 。 本節 で は,

その 中の ニ グルー プに 対 して行 った調 査 に基 づ い て,そ の 概 要 を紹 介す る。 便

宜.ヒ,こ の二 つ の グル ー プを そ れ ぞ れ,Aグ ル ー プ,Bグ ルー プ と呼ぶ こ とに

す る16〕。

都 市 一 農 村 間の 所 得 格 差 が 大 きい タ イに お い て は,農 村 経 済 は都 市 に比 べ る

13)あ る種類の紺絣(脚 注3)参 照)の 工賃 は8Dバ ー ツ/ヤ ー ドで,・ 日2ヤ ー ド製織す る とい う

こ とであ ったので,.・ 口の工賃 は160バ ー ツとな る。 これ は女性 の織子が フラ.イシャ トル付 きの

手織 機で単純 な織物 を製織す る場合 よりも,や や高めの工賃 である(脚 注11)参 照)。

14)ナ ー ン県工 業事 務所 の資料 に よ る。 「織布 グルー プ」 は タ.イ全 国 にあ り.Manthanaetal.

[1994}PP.3-4は,そ の設立 の経緯 によって三種類 に分類 してい る。それ は.農 民が協力 して 自

然発生的 に生まれた グルー プ,政 府 の支援 によって設立された グルーゾそ してNGOの 支援に

よ って設立された グループの三種類であ る。 この分類 によれば,本 稿 のA・Bグ ループは二番 目

の分類に.相当する。

15)他 に商人 を代表 とす るグルー プ,NGOが 運営す るグルー プ,王 室の支援 を受 けて結成 された.

少数民族の グルー プがそれぞれ一 ヶ所 あった。

16)Aグ ループは,ナ ー ン県 ターワ ングパー郡バ・一カー区 ノー ングプア村(1999年 の人口678人)

に,Bグ ルー プは,ラ オス との国境 に近 い同県 トゥングチャー ング郡 ゴー プ区 トゥングスン村

(同496人)に あ るグループであ る。両肘(A村 ・B村 と呼ぶ こ とにす る)と もに タイ ・ルー族

(脚注2)参 照)の 村で ある。経済 の中心 は農業 で,1999年 においては,A村 で全 世帯 の約61%.

B村 で は同約8幌 が.1モに農業によって生計 を立 ててい る 〔統計局の資料に よる)。
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.と静 態 的 で経 済 発 展 の原 動 力 とな り うる よ うな 産 業 に 乏 しい 。 しか しなが ら,

活発 な 生 産 活動 を.行って い る織 布 グ ルー プを 紹 介 す る こ とに よ り,農 村 部 にそ

の比 較 優 位 を生 か した 在 来 織 物 業 が 発 達 し,そ れ が農 村 経 済 の発 展 に貢 献 して

い る こ とを指 摘 した い 。 しか も,そ れ が 商 人 に よ っ てで は な く,地 元 の 女 性 に

よ って結 成 され,在 来 の 家 内 工 業 を再 編成 しなが ら発 展 して きた とい う点 は注

目に値 しよ う。 農 村 女 性 が代 々受 け継 いで きた在 来 織 物 業 にお い て も,新 しい

生 産 組 織 や 商 品 を開 発 し,「 革 新 」 を起 こ した女 性 が い た ので あ る。

まず,こ の ビジ ネス と して も成 功 してい る織 布 グ ルー プA・Bを 組織 した農

村 女 性 の 出 身 階 層 に つ い て言 及 した い。 本 稿 で は この 女 性 達 を 「織 元 」 と呼 ぶ

こ とに す る。 織 元 は,地 元 出 身 の タ イ ・ルー 族(脚 注2)参 照)の 女 性 で あ る17}。

地 域 伝 来 の 手織 の技 術 を伝 統 社 会 の 中で 母 や祖 母 な どか ら学 び,学 歴 は,地 元

の小 学校 卒 とい う農村 出 身 の女 性 と して は平 均 的 な教 育 を受 け た女 性 で あ る。

た だ し,若 い 頃か ら手 織 の技 術 に秀 で て い た り,あ る い は染 色 に 噛す る技術 を

学 ん だ経 験 が あ る な ど,在 来 織 物 業 に 関 して特 別 な技 術 を もった 女 性 で あ る。

次 ぎ に,織 布 グ ル ー プ は,急 速 な 需 要 の拡 大 とい った.市場 の動 向 に対 応 して

生 まれ た ので は な く,政 府 の 農村 開 発政 策 を受 け て設 立 され た 生 産 組織 で あ る。

織 元 達 が 織 布 グ ルー プ を設 立 した の は,内 務 省 コ ミュニ テ ィ開 発局 に よる.手織

機(ギ ー ・グ ラ トゥ ッ ク,脚 注6)参 照)の 貸J一が き っか けで あ った18)。Aグ

ル ー プ は手 織 機3台,Bグ ル ー プで は 同 じ く手織 機10台 の貸 与 が契 機 とな っ て

それ ぞ れ1976年,1975年 設 立 され た。 政 府 の 農村 開発 政策 が,農 村 女 性 に新 し.

い 生 産 組織 設 立 の機 会 を与 え た ので あ る。

⊥7)タ.イ ・ル ー族 の 織 物 に 関 し て は ソ ン グ サ ワク他[1996],WihUIk[1999]PP151-156を 参 照 さ

れ た い、,

18)コ ミュ ニ テ ィ開発 局 は,農 村 開 発 を促 進す る た め に1962年 に設 立 され た 。 女 性 開 発 プ ロジ ェク

トに も着 手 し,織 布 グ ルー プ な ど.女性 に よ る職 業 グル ー プの 設 立 に力 を 入 れ で きた(Thailand ,

KromKanphatthanaChumchon[且976],Thailand,KτomKanphatthanaChumc卜on[1978]PP.

80-82)。 ナー ン県 コ ミュニ テ ィ開 発事 務 所 の話 に よれ ば,同 事 務 所 の 織布 グル ー プ に対 す る支 援

は三 段 階 に渡 って 行 わ れ る 。 第.段 階 は,組 織 運 営 や 技 術 に関 す る訓 練(約3ヶ 月)で,第 二 段

階 が 手 織 機.の 貸 与,第r段 階で 無 利子 の融 資 を行 う。 手 織 機 は返 還不 要 で あ り,融 資 額 は最 高10

万 パ ー ツで あ る 。bグ ル ー プ ぽ,同.事 務 所 か ら融 資 を 受 け て い る.

一
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タ イの近 代 的繊 維 産 業 は,1960年 代 以 降,政 府 の手 厚 い 保 護 を受 けて 成 長 し

た 典 型 的 な輸 入 代 替 産 業 で あ る。 脚 注7)で 指 摘 した よ う に,こ の 産 業 に は 強

力 な圧 力 団体 が 存 在 した 。 これ と対 照 的 に,農 村 の織 布 グ ル ー プ は政 府 に よ る

保 護 政 策 の対 象 とな らなか った 産 業 で あ り,少 な く と もナ ー ン県 の グ ルー プ に

は 圧 力 団体 も存 在 しなか った 。 政府 の保 護 政 策や 繊 維 企 業 の レ ヒ トシー キ ング

活 動 が,資 源配 分 の 歪 み を引 き起 こ し,農 村 の在 来 織 物 業 の成 長 を抑 制 した 可

能性 ほ 存在 す る。 政 府 の政 策 が,農 村 の在 来 織 物 業 に マ イ ナ ス の影 響 を 与 え た

可 能性 を否 定で きな い ので あ れ ば,政 府 に よる手 織 機 貸 与 は,そ の 資 源 配 分 の

歪 み を 是正 す る試 み で あ った と解釈 す る こ と も出来 よ う。 そ して,そ の 政 府 の

試 み は,少 な く と もナ ー ン県 の一 部 の 農村 で は効 を奏 し,農 村 内 で 新 しい 生 産

形 態 が 育成 され,二 十 年 以.ヒに渡 って そ の製 織 活 動 を拡 大 して きた ρ で あ る。

この よ うに,織 布 グ ル ー プ は 市場 が生 み 出 した もので は ない が,そ の 生 産 活

動 を継 続 しかつ 拡 大 す る ため,費 用 の削 減や リス ク分 散 の ため の経 営 ノ ウハ ウ

等 が 開発 さ れ た はず で あ る。A・Bグ ルー プの織 元 は,こ れ らの 問 題 を克 服 し

て い った農 村 女 性 な ので あ る。

まず,織 元 は,織 子 との長 期 の契 約 関係 を維 持 す る こ とに よ って,織 子 を 監

視 す る 費用 を引 き下 げ,同 時 に織子 の モ ラル ハ ザ ー ドの発 生 を抑 え取 引 費 用 の

軽 減 を 実現 して い る。

この 点 につ い て は,特 にAグ ルー プで 顕 著 で あ った 。 同 グ ル ー プの 織 元 は 現

在50歳 のA村 出 身 の女 性 で あ る。12歳 か ら機 織 りを始 め,彼 女 の 織 物 は,バ ン

コ クや 地元 ナ ー ンの商 人 か ら注 文 が 来 るほ どの商 品価 値 を持 って い た 。 そ して

1976年,26歳 の時 に3台 の手織 機 を貸 与 され,親 戚 の女 性3名 と二..緒に 織 布 グ

ル ー プ を設 立 した。 この グ ル ー プの織 物 は,徐 々 に売 れ る よ うにな り,1984年

に は織 元 の 自宅 に常 設 の 店 を構 え るほ ど規 模 が 拡 大 した 。 織 子 の 数 も増 え て,

現 在 で は,織 元 の 自宅 にあ.る集 中作 業 場 に織 元 所 有 の 手織 機15台 を設 置 し,15

名 の女 性 が 製 織 に携 わ っ てい る。 この他.に29名 の.女性 が,各 自が 所 有 す る織 機

を使 って 自宅 で 製 織 を行 って い る。.合計44名 の織 子 は,.織 元 か ら渡 され た 原 料
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糸 を用 い て 指 定 さ れ た布 を,農 間余 業 と して製 織 して い る。 この グル ー プ の製

品 は,タ イ ・ル ー族 の伝 統 的織 物(綿 ・絹 製 の 女性 用 脛 衣)で,高 度 な手 織 の

技 術 を 要 す る 高級 品 も含 まれ る。 この グ ルー プで は,染 色 済 み の糸 を購 入 して

.製織 して お り,商 品で あ る織 物 の付 加価 値 を決 定 す る の は,デ ザ イ ンとそ れ を

実現 す る手 織 の技 術 で あ る。 従 って,織 元 は,優 れ た織 子 を確 保 し,さ らに商

品 と して の織 物 の品 質 を維持 す るた め に織 子 を監 視 し,か つ モ ラ ルハ ザ ー ド圃

の発 生 を抑 え な けれ ば な らな い。

この た め に,織 元 は織 子 を 同 じA村 に居 住 す る女性 に 限定 し,か つ 彼 女 達 と

長 期 の 契 約 関係 を維 持 して い る。 つ ま り,同 じ村 の女 性 で あれ ばそ の人 物 に関

す る情 報 は 人手 しゃす く,同 時 に農 村 内 の親密 な 人間 関係 が織 子 の モ ラルハ ザ ー

ドの.発生 を抑 え,そ れ は織 子 を監視 す る費用 の低 ドにつ なが る。 加 え て,織 元

との契 約 関係 が 長期 に渡 って継 続 す れ ば,さ らに織 元 と織.子の 信 頼 関係 は増 し,

よ り一 層 モ ラル ハザ ー ドと驚視 費用 が減 少 す る。 織 元 に よれ ば,す ぐ辞 め る よ

うな織 子 は受 け入 れず,従 って,織 子 の メ ンバ ー は頻 繁 に 変 わ る こ とは な い。

織 子 の 三 分 の ・は10年 以.ヒに渡 っ て この グ ルー プで働 い て い る 女性 で あ り,中

に は15年 以 上 とい う.女性 もい る。.との よ うに 織 元 と織 子 の 問.には,農 村 内の 人

間 関係 に基 づ く契 約 関 係 が 長 期 間 に渡 って継 続 して い る。 織 子 が 自宅 で 製 織 を

行 う場.合,そ れ は織 元 の 作 業 場 で 作 業 を す る場.合 と比 べ て,纈 元 に と って の 監

視 費 用 の増 大 を意 味 す る。 織 元 は,信 頼 出来 る地 元 の女 性 で か つ 高 い技 術 を

も った織.子 と出 来 るだ け長 期 の 契 約 関係 を結 ぶ こ と に よ って,監 視 費用 を一 走

水 準 以..ドに抑 え,モ ラル ハ ザ ー ドの発 生 を食 い止 め て い るの で あ る。都 市 化 の

進 行 が,農 村 内 の 人 間 関係 を希 薄 にす る な らば,織 子 の モ ラル ハ ザ ー ドは増 大

す るか も しれ ない。 しか し,こ の グルー プで は,織 子 の行 動 に深 刻 な 問題 はな く,

これ はA村 が伝 統 的 な 人 間 関係 を現 在 も維持 して い る ζ とを示 唆 してい よ う。

続 い てBグ ル ー プ の事 例 につ い て 言 及 す る 。織 元 は地 元B村 出 身 の43歳 の女

ユ9)日 露戦争後の泉南綿 織物業界では賃機農家が指定 された原料糸の一部を使用 しないで粗悪 な織

物 を製織す る例が報告 されている(阿 部[1990]203..204ペ ージ)。

.一
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性 で あ る。 地 元 の小 学 校 卒 で あ るが,現 在,週 末 に 中等 教 育 を受 講 中で あ る。

祖 母 か ら手織 を習 い,母 も織 物 の 販 売 に従 事 して い た の で,幼 い 頃か ら機 を織

る こ とが 身 近 な環 境 に あ った とい え る。 染 色 に 関 して学 ん だ こ とが あ り,現 在

は積極 的 に草 木 染 め を取 り入 れ て い る。 本 格 的 に 製織 を 始 め た の は,1975年 に

織 機10台 を貸与 され,友 人5人 と..一緒 に この 織 布 グル ー プ を設 立 した18歳 の時

で あ る。1978年 に ドイ ツの基 金 か ら資 本 を 提 供 して も らい,規 模 を拡 大 し,35

名 の織 子 ・作 業 員 を雇 うよ うに な った 。 タ イ経 済 が 急成 長 を とげ た1990年 頃 に

は,320名 もの 織 子 ・作 業 員 を抱 え る ほ ど に まで 規模 を拡 大 した が,経 済 の 低

迷 や経 済危 機 の影 響 を受 け,現 在 そ の 数 は88名 で あ る 。 うち80名 が 織 子 で,農

家 副業 と して製 織 に従 事 す る女 性 で あ る。 この グル ー プ で は,染 色 され て い な

い 糸(綿 糸 中心)を 購 入 し,化 学 染 料 お よび 草 木染 め に よ る染 色 を施 し,製 織

を行 って い る。 織 元 の 自宅 に隣 接 した 集 中 作 業場 に織 元 が所 有 す る40台 の 手 織

機 が設 置 さ れ,そ こで40名 の 織 子 が 作 業 して い る 。残 りの40名 の織 子 は,手 織

機 を織 元 か ら借 りて 自宅 で 製 織 して い る。

この グル ー プ の織 物 は,大 番 の 綿 糸 を使 った ベ ッ ドカ バ ーや テ ー ブ ル カバ ー

な.どが 主 で あ る。 以 前 は,女 性 用 暖 衣 を 製織 して い たが,1990年 頃か ら,製 品

を 主 に バ ン コ ク市 場 向 けの テー ブル カ バ ー な どに 変 更 し,そ れ に伴 い 伝 統 的 な

織 機 を改 良 して使 用 して い る。Aグ ル ー プ で は,自 宅 で 作 業 す る織 子 が 自分 の

織 機 を使 ってい たの に対 し,こ ち らの グル ー プ で は織 元 が 貸 与 した織 機 を使 用

して い る の は,そ れ が 改 良 さ れ た 織機 で織 子 自 身が 製 作 で き ない た め で あ ろ う。

生 産 物 を脛 衣 か ら現 代 的 な 商 品 へ 転換 した の は,織 元 の発 案 に よ る もの で,い

わ ば伝 統 の延 長 線.hに 新 商 品 を 開発 した の で あ る。 タ イ ・ル ー族 の在 来 の模 様

を現 代 的 な商 品 に織 りこみ,し か も草 木染 め とい う こ と もあ り,バ ン コ クの消

.費者 や 外 国 人 に も好 まれ て い る。織 元 が考 案 した模 様 に は名 前 が つ け られ,そ

れ はB村 を代 表 す る織 物 とな って い る。

さてBグ ルー プで は,ど の よ うな形 で 監 視 費用 お よ び取 引 費 用 の 削 減 を 図 っ

て い る のだ ろ うか 。 ま ず,織 子 は 地元B村 の他,近 隣 地 域 〔郡 内)の 女性 で あ.
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る。 織 子 をA村 の 女 性 に 限定 して い るAグ ル ー プ と比 べ る と,や や広 範 囲 の地

域 か ら織 子 を受 け入 れ て い る 。 さ らにAグ ル ー プ と比 較 す る と,織 子 との契 約

関係 が 緩 や か で あ る。 織 子 が バ ン コ クへ働 きに行 く時 に は グ ルー プの 仕事 を 中

断 し,.バ7コ クか ら村 に帰 って くれ ば復 帰 す る とい う具 合 に頻 繁 に入 れ 替 わ り

が あ る。 これ は,Bグ ルー プの 製 品 が 厚手 綿 の 中級 品で 価 格 も安 く,高 度 なテ

クニ ックを 要す る織 物 で はな い とい う点.と関係 して い よ う。 つ ま りAグ ル 」 ブ'

ほ ど高 し.・技 術 が 要求 され ない の で,監 視 費 用.もそ の分 低 く,10～15年 の経 験 を

積 ん だ織 子 を必 要 と して い ない の で あ る。都 会 に 良 い仕 事 が 見 つ か れ ば こ の グ

ルー プか ら離 れ て,失 業 す れ ば 戻 る とい う程 度 の 織 子 の技 術 水 準 で製 織 で き る

織 物 なの で あ ろ うu監 視 費用 が 低 けれ ば,織 子 を同 じ村 の 女性 に 限定 す る必 然

性 も小 さ く,従 って織 元 は,広 範 囲 の地 域 か ら織 子 を 受 け 入 れ て い る と思 われ

る。 この よ う に織 元 と織 子 の 関係 は,A.グ ルー プほ ど安 定 した 関 係 で は な い。

しか し,契 約 関係 が 一 時 的 に中 断 した と して も,都 会 で 職 を 失 って村 に帰 って

きた と きに,こ の グ ルー プ に復 帰 出 来 れば,そ れ は契 約 関 係 の 更 新 を 意 味 す る 。

この グル ー プで 働 い た経 験 を持 つ織 子 と再 契 約 を結 べ ば,そ れ まで の 信頼 関係

を前 提 と して い る ので,織 元 に と って の監 視 費用 や 取 引 費 用 は減 少 しよ う。A

グル ー プ の契 約 関係 よ りは緩 や か で は あ るが,長 期 的 な契 約 が 結 ば れ て い る と

考 え て よ.い勘D

この よ うに 両 グル ー プ の織 元 は,長 期 の 契約 関係 を維 持 す る こ とを通 じて,

監視 費 用 と取 引 費用 を削 減 して い る。 これ に加 え て,リ ス ク分散 を効 率 的 に実

現 して 取 引 費 用 を さ らに低 減 させ て い る。 ζの 点 をAグ ル ー プ の契 約 不 履 行 に

対 す る制 裁措 置 を 例 に と り説 明 した い.。織 元 は,44名 の織 子 に対 し,原 料 糸 を

提 供 し,模 様 を指 定 して製 織 させ;出 来 高 払 い の 工賃Znを 支 払 う とい う契 約 関

20〕 忌グルー プの織 元は,都 会で職 を失 って村 に帰 った女性 を再び織 子 として受 け入れ ることによ

り,セ イフテ ィ ・ネ ッ トを提供 していることにな る。また織元は、織子達 の借金 の依頼 に も応 じ

てお り,織 元 と.織子の関係は,単 なる契約関係で はなく,パ トロン=ク ラ.イア ン ト関係 にあ ると

い える。

21)工 賃 は模様 によって異な り,簡 単 な模様 で15パ ーツ/m,複 雑 な模様で500バ ー.ッ/皿 であ る。

織子 ・入の平均産 出高は,簡 単 な模様 で4-5m/日,複 雑 な模 椎で0.3m/日 であ る。従 っノ
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係 を結 んで い る。 た だ し,仕 上 が りが指 定 した模 様 と異 な り,商 品 と して の価

値 を持 た ない 場 合 は,.織 元 は そ れ を集 荷 せ ず に,織 子 に買 い 取 らせ る。 これ は,

織 子 が 織 元 との 契 約 を履 行 しなか っ た と き に,織 子 に課 せ られ る制裁 措 置 で あ

る。 これ が 発 生 す る 比率 は,全 商 品 の5%ほ どで あ り,こ の 制裁 措 置 は有 効 に

機 能 して い る とい え よ う。織 元 は こ の制 裁 措 置 を課 す こ とに よ って,監 視 費 用

を低 減 させ,か つ生 産 に伴 う9ス ク を分 散 させ て い るの で あ る。

Aグ ルー プの 製 品 の95%は,織 元 の 自宅 に付 設 さ れ た店 で 小 売 され てい る。

顧 客 は タイ 全 国 か らや っ て くる とい う。残 りの5%の み を バ ンコ クや.南タ イの

商 人 向 け に卸 して い る。 織 物 のデ ザ イ ンは織 元 が考 え る もの と,顧 客 の 注 文 に

従 って 製織 す る ものが あ る。 一 般 に発 展 途 上 国 の農 村 部 は,不 完 全 情報 とい う

制 約 を うけ て い る。 つ ま り都 市 市場 の情 報 は農 村 で は入 手 困 難 で あ り,同 時 に

農 村 工 業 製 品 に 関す る情 報 は都 市 の消 費者 に伝 わ りに くい 。従 って,農 村 工 業

の経 営 者 は,商 人 と契 約 を結 び,商 品 の販 売 を商 人 に委 ね る こ とが 多 い。 しか

し,Aグ ル ー プの 織 元 は そ の 製 品 の ほ とん どを農 村 の 自宅 で小 売 して い る。 何

らか の方 法 に よ って,製 品 に 関.する情 報 が 消 費 者 に伝 え られ て い るので あ る。

織.元に よれ ば,20年 以上 も織 布 グ ル ー プ を運 営.して い るの で,ロ コ ミや マ ス コ

ミを通 じて 織元 の名 前 が 知 られ る よ う に な った とい う。加 え て,第 皿節 で 述 べ

た 王 室 に よ る伝 統 手 工 芸 の振 興 策 が 一 定 の役 割 を果 た して い る と思 わ れ る。 王

妃 を始 め とす る王 族 がA村 を訪 問 した 際 に,織 元 は 自分 の作 品 を献 上 して い る。

㌔て,織 子が簡単な模様 を織 った場合 の一 日当た りの工 賃V*60-75バ ー ツ,複 雑 な模様 を織 った場

合 は150パ ーツとなる.統 計局 の資 料によ るとA村 の年 間世帯収 入(1999年)は,約42%の 世帯

が,10,000-19、999バ ーツの水準 にあ る。従 って,農 家の女性 が,副 業 としてAグ ル・..プで働 き,
一 日60-150バ ー ツの現金収入を獲得で きるのであれば,そ れ はその世帯 にとってかな り魅 力ある

副 業 といえよ う。参考 までに,A村 で賃金労働者 と して働 いた時 のR当 は,1999年 で120バ ーツ

で ある。 この水準 と比べて も,A村 で,高 級手織物ρ技術 を習得 した女性 は.比 較 的高い収入 を

得 ることが可能 にな.って くる.Aグ ループの織元の話で も,.織 子の農家は,専 業農家よ りも所得

が高い とい うことであった。

一方,Bグ ルー プの工賃 は,Aグ ルーゾと同様に出来高払 いで支払 われ てお り,平 均す ると織

子 の一 日当 た りの工賃 は1Wバ ー ツで ある。B村 で は,賃 金労働 者の 日当は,1999年 で60バ ー ツ.

であ り,村 内の仕事 としては,織 布 グルー プの仕事は高賃金である.B村 の1999年 の年 間世帯収

入 に関 レては,約36%の 世帯が20,000-49,999バ ーツ,約31%の 世帯が10,000-19,999バ ー ツの水

準にあ り.A村 よ りは所得水垂が高い ようであ る。
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この 一 種 の儀 式 と もい え る王 族 との接 触 に よ り,Aグ ル ー プの 製 品 の 付 加 価 値

が 高 ま り,織 元 が織 物 の名 手 で あ る とい う情 報 が,消 費 者 に伝 達 され た の で は

なか ろ うか 。 この よ うにAグ ル ー プの織 元 は,情 報 の不 完 全 姓 を克 服 し,そ れ

と 同時 に商 品 の 販売 に 関す る リス ク を負 う よ う にな った。 従 って リス ク分 散 の

た め,有 効 に機 能す る制 裁 措 置 が 必 要 とな った の で あ る。

一 方Bグ ルー プで は
,バ ン コク な ど の商 人 と契 約 を結 び,商 品 の販 売 を任 せ

る と同 時 に,消 費 者 の好 み に 関す る情 報 を商 人 か ら得 て い る。 織 子 が 指 定 され

た織 物 を製 織 出 来 な か った場 合,10バ ー ツ の罰 金 が 課 さ れ る、 これ は織 子 の一

日 当た り平 均 工 賃 の1⑪%に 相 当す る(脚 注21)参 照)。 しか しな が ら,こ の制 裁

措 置 は有 効 に機 能 して い な い 。 とい うの も全 生 産 早 の約20%に この よ うな例 が

発 生 してい るか らで あ る。Bグ ル ー プ の製 品 は,高 品 質 が 要 求 さ れ る商 品で は

な い た め,多 少 規 格 を満 た して い な くて も販 売 可 能 で あ る。 恐 ら く,低 価 格 で

商 人 に 引 き取 っ て も ら って い る と思 わ れ る。 この グ ル ー プで は,販 売 を 商 人 に

委 託 し,販 売 に伴 う リス ク を分 散 させ て お り,従 っ てAグ ル ー プ ぽ ど厳 しい制

裁措 置 を取 っ て い ない の で あ る。

最 後 に,費 用 削 減 や リス ク分 散g努 力 の他 に,こ れ らの 織 布 グ ル ー プ を成

功 に導 い た 要 因 を整 理 して お きた い 。 第 一 に,織 布 グル ー プが 農 村 の 要 素 賦

存 に適 合 した 産 業 で あ った とい う点 で あ る 。 つ ま り,そ の生 産活 動 は,農 村

に 比 較 的豊 富 に存 在 す る農 閑 期 の 女 性 労 働 力 を 集 約 的 に使 用 した,い わ ば 農

村 が比 較優 位 を持 ち得 る産 業 で あ った 。 この場 合 の 女性 労 働 力 は,不 熟 練 労働

力 で は な く,あ る程 度 手 織 の素 養 を身 につ けた 熟練 労 働 力 とい う こ とに な る。

しか も技 術 を 正規 の学 校 教 育 で 学 んだ の で はな く,伝 統 社 会 の 中で 習 得 した と

い う特 徴 を 持 つ 労働 力 で あ る。 ま たAグ ルー プの場 合 は,外 織 子 が 自 ら所 有 す

る在 来 織 機 を 用 い て い る ので,農 村 に比 較 的 豊 富 に存 在 す る資 本 も使 用 してい

る こ と にな る。 第 二 に,農 閑期 の.女性 労 働 力 は,い わ ば 農村 の遊 休 資 源 で あ り,

機 会 費 用 が 小 さ い 生 産 要素 で あ る。 しか も 「織 布 グ ルー プ」 は,法 定 最 低 賃 金

の 適 用 外 で あ る。 この た め織 元 は,比 較 的 低 工 賃 で 織子 を確 保 で きた はず で あ
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る22〕。それは経営組織としての 「織物グループ」の利益を増大させ,組 織の継

続に資することになる。同時に織元は,農 村で有効に利用されていなかった資

源を動員 し,農 村女性の人的資本め開発を促 した。加えて,副 業として農家の

女性に決 して少なくはない現金収入を獲得する機会を提供 している(脚 注21)

参照)。 「織布 グループ」は人的資本の開発および所得増大を通 じて,農 村の安

定と発展に貢献 しているのである。

IV結 語

本稿で娩 北タイにおける在来謙物業ρ二つの生産形態を紹介し,そ の発展

の経緯を検討 した。華人商人が絹織物の製織を普及させ工場制を導入し,近 代

的繊維産業へと成長させた一方で,農 村内では,.女性が家内工業を再編成 し,

「織布グル.一プ」を合理的に経営する例もみられた。いずれの場合 も,地 場産

業として根付 き,地 方および農村経済の発展に貢献してきた。両者に共通 して

いるのは,第 一に農村部に比較的豊富に存在する生産要素 ,.つまり農村社会の

中で伝統技術を習得 した女性労働力を集約的に投入することによって成長 した

という点である2㌔ 第二に,農 村部における情報の不完全性を克服 したという

点である。チナワット家が商人出身であったこと,織 布グル』プでは,都 市の

商人との契約関係の他,モ 室の振興策もこの問題解決に効果を発揮 した。都

市一農村間(p経済格差が大 きいタイにとって,農 村開発は今後も重要な課題で

あり続けるだろう。北 タイ在来織物業の発展の経験は,農 村開発の一つの方向

を我々に示唆してくれるのである。

2ビ)調 査時 点でのナー ン県の法定最低賃金(一 日130バ ー ツ)と 比べ ると 「織布 グループ」の織子

の工 賃(脚 注21)参 照)は 低 目に設定 さ.れている。この要因 として考 えられ るの は,農 閑期女性

労働力が遊休資源であ るとい うことの他 に.A・B両 村 において法定最低賃金が適用さ軋る丁場

が全 く存在 しない とい う点があげられ る。いずれ にせ よ法定最低賃金の制約を受 けない とい うこ

とは,織 元が市場動向や 経営の実情 に合わせ て,L賃 を自由に決定で きる ことを意味 し,そ れ は,

1.織布 グルー プ」の経営 に とっての強 みになってい るように患われ る。

23)現 在のチ ナワッ ト家の絹織物業 に関 して言 えば,少 なくともチ ェンマイ周辺部で は,手 織の技

術を習得 した織子 はむ しろ希少 な生産要素 とな りつつある.
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